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ス ウィフ トの プ ライ ド観(盈)

一TheBattleの 場 合 一

渡 辺 孔 二

散文 に目を向けてSwiftの プ ライ ド観 を調 べてみる.ま ず,今 回 は 彼

の初期の散文 とみな されてい るTheBattleofthe.iI/の 中 で,彼

の プライ ド観が どの よ うにあ らわれてい るかを論 じて みたい .

TheBattleは1697年6月 から1698年3月 の間に 書 かれた と みな され0
て い る.1690年,SirWilliamTempleはEssay%彡o%theAncient

endModernLearningを 世1こ 問 い,ル ネ ッ サ ン ス 以 来,ヨ ー ロ ッ パ に

拡 が っ て い た 新 旧 論 争 に 首 を つ っ こ ん だ.そ れ に 対 し,WilliamWQtton

及 びRichardBentleyは そ れ ぞ れ,ReflectionsuponAncientand

M°dernLearning(1694)DissertationupontheEpistlesof
OPh

alaris(1697)を 書 き,Templeのmodernlearng軽 視 に挑 戦

し た.即 ち,Templeはancientsの 側 に つ き,片 や,Wotton,Bentley

はmodernsの 側 に つ い て,彼 ら の 意 見 を 展 開 し た.当 時Swiftは30才

前 で あ り,1696年 に はprebendを し て い たKilrootを 去 り,MoorPark

の .SirWilliamTemPleの と こ ろ へ も ど っ て い た が,当 時 の 彼 は,そ の

頃 の 彼 の 詩 に も み ら れ る よ う に,pedantsへ の 烈 し い 怒 り に も え て い た

の で あ る.

,

Censure, and Pedantry, and Pride, 
Numberless Nations, stretching far and wide, 
Shall (I foresee it) soon with  Gothick Swarms 

                                come forth 
From Ignorance's universal North, 

And with blind Rage break all this 

                     peaceful Government :

、
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その頃 書かれたのがTheBattleで あ り,そ のTheBattleの:書 が

れた動機,又,こ の作 品 自体に対す る評価 は様 々であ るが,次 の三種 に大

別出来 る であろ う.

(1).彼 のpatronで あ るTempleの 説 が,WottonやBentley等 の 批

評家の槍 玉にあが ってい ることを知 ったSwiftが,Templeを 助 けよ うと

して筆 を 起 し,TheBattleを 通 して,終 始一貫,WottonやBentley

等,・彼の眼にはP・dan・ 。 と映 じる肋 歡 撃 したρ

(2)TheBattleはTempleを 助 け る た め と い う よ りは む し ろ,Wotton,_
0

Bentley等,彼 の癪 に さわ る入物 をか らか うため に書 かれた.

㈲7'heBattleに 脈 打 って いる思想 はATaleofaTub,Gullivey's.
　

Travels等,一 連の彼 の作品 にみ られ る人間性豊 かな思想に 通 じてい る.

この よ うにTheBattleの 書 かれ た動機,或 いは その評価は まち まち

で はあ る が,Swiftそ の 人 によって:書かれ たこの作 品 に お いて,Swift

の プ ライ ド観の片 鱗 をみつ けよ うとす る試 みの妥当であ ることを信 じて筆

を進 め る.

i.TheBattleと い う作 品にはProud,Proudlyと い うことばは一つ

も見 当 らず,'用 い られ てい ることばはすべてPrideと い う名詞形 のみであ

る.(全 体 で7語.).こ の こ とは彼 の 他 の散 文,例 えば,ATaleof

aTubやG〃1勿 ε〆sTravelsに 比 して珍 しい ことで あ り,Prideと

Proudと い うこ とばに例 を とってみて もATaleofaTubで は その語

数 の比 が7:工,Gulliver'sTravelsで は その比 は9:46`も な って いる

に対 し,TheBattleで は7:0と い う比 率を示 してい る.

'g
.TheBattleの 文 体には一つの大 きな特徴 があ る.そ れ は二段構 えと

い うこ とであ る.そ の 二 段 構 えの最初 の ものはWaristheChildof

Pride,andPridetheDaughterofRiches(P.217)と い う描 き方

であ るが,'そ うした二段構 えの例 としては次の よ うな ものが挙 げられ る.

(1ゲTheModernsとtheAntientsと い う二 勢力間の争い.

②TheSρ 挧 θ7とthe・ 　 との論争.

(3)QuarrelとWarと い う言葉 の錯綜.

〔4JPrideとWantの 対 比.

㈲PrideとIgnoranceの 結 合.

(6?CriticismとOpinionの 関係.etc.
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1.と 且.の 特徴 か らープ ライ ド観 を さぐってみ よう.

ま ず最初に出て来 るPrideはTheBattleの 最 初 の部 分に あ らわれ
㌦て
い るWaristheChildofPride,andPridetheDaughterof

Richesと い う二段 欝えの語 句の中に用い られてい る もので あるが,こ れ

らの語旬 はSwiftの こ とば によればAnnualRecordso/Timeを 慎

重 に調べれ ば出て くる語句だ と説明 されてい る.ち なみに当時流行 した カ

レンダーをみてみる と,次 のよ うな語旬 が あ ることが わ か り,Swiftの

表 現 してい る語句 はその カレンダーの中の語句 を模倣 してい ることが わか
0

る.Swiftは こ れ らの語句の うち,WaristheChildQfPrideと い

うこ とは,こ のTheBattleを 読 めばわ かることであ るが,Pridethe

.DaughterofRichesと い うことは,わ か りに くい ことで あろ うと のべ

てい る.な ぜか.そ れはPrideが 通 常Wantに 関 連づ けられて い るか

らであ り,人 々が仲 達いす るの は通常十分 もの を持 っていない場合で あ る
　

と考え られてい るか らであ る.即 ち,人 間が争 うのはLust,Avariceの た

めであ り,そ れ らはGantに 端 を発 してい る.例 えば犬 の社会 を 考 えて

みて も,十 分 な食後 は平和が保 たれ るのであ るが,そ こに大 きな骨が 出現

し,各 犬 に とってその骨 がない とい う意識 がおこる場合,Lust,Avarice

が 作 用 し,ま たた く間にQuarrelsが お こ るのであ る.即 ち,Quarrels

の 根 拠はLust,Avariceで あ り,そ れ らはWantか ら生 じている.こ

こまでい くと,一 見Swiftの 論 理 は矛盾 して いるかにみえる.即 ち,War

istheChildofPrideと い う ことは 否定 され,WaristheChildof

Wantと な ってい る.し か し,こ こで その よ うな判断 を下す ことは早計 で

あ る.

さ らに深 く検討 してみよ う.Swift幽 は わざわざ 既 グ と,Quarrelと

い うこ とばを使 いわ け,し か もLustやAvariceはPrideの 傍 系では

な く(そ う思 われてい るに 過 ぎない と ことわ ってい る),Wantの 子 孫 『

一で ある と述 べてい る
.こ の二 点 にさらに焦 点をあててみ る.

も う一度整理 してお くとSwiftの こ れまでの論理 の進 め方 は複雑 微妙

ではあ るが,次 の よ うな 関係 がな りたつ.即 ち,Prideはmarを 生 み,

_PrideはRichesか ら生 じてい るとい う『こ と と,QuarrelはLust
,

・肋 礎 ゴoo、か ら生 じ,Lust,AvariceはWantか ら生 じてい るとい う こ

と で ある,即 ち,Riches→Pride-→War;Want→Avarice,



・23

馳
Lust-→Quarrelと い う関係式 である.

さて,こ こでWarとQuarrelと の 違い が もしあ るとすればどこにあ

るか,そ の 語義 か らさぐってみ よう.

War .が`anykindofactivehostilityorcontentionbetwcerl

Iivingbeings,orofconflictbetweenopposingforcesorprinci-

Ples'で あ るに対 し・Qua・ ・ellま`・g・ ・und…ccasi°n°fc°mplaint

againstaperson,leadingtohostilefeelingoraction'で あ る.

即 ち,Warがactivehostilityを 有 し て い るに対 し・Quarrelは

complaintを 有 してお り,hostilefeelingを 惹 起す る 性'質 があ るが・

果 してhostilefeelingか らactivehostilityに 人 間を追いや る の は

Quarre1の 有 してい るcomplaintそ の ものに よってで あるのか・ここに

問題 がある.

Swiftは こ のQuarrelが ・らWaYへ の 進展 に介在 してい るの が何であ

るか,そ れ をTheBattleを 通 して論 じてい る筈で あ り・ もしSwiftが

quarrelとWarと をTheBattleに お いて同一視 していると すれば,

彼 の論理 は,は っき りと矛盾 を呈 しているこ と に な るド即 ち,Prideと

Wantの 混 同が お こ な われてお り,彼 の説 くAvarice,LustがWant

か ら発 してい るとす る説 は矛盾 を帯 びた もの とい うことに な る・果 し て

SwiftはWarとQuarrelを 混 同 してい るので あろ うか.最 初 述 べ た

WarがPrideか ら発 している とい う説 はこのTheBattleを 読 め ば わ

か るとい うこ とは嘘 なのであろ うか.,

前 に も述 べた よ うにQuarrelの 「最 も古 い,最 も自然な根 拠」はLust,

Avariceで あ り,そ れ らはWantか ら 発 して いる.即 ち,Q%σ77θ1の

有 してい るcomplaintと い う性質はWantの 状 態 か ら生 じてい る.そ

して,こ のcomplaintの 状 態 にJealousiesや'S%s餌o加sが 生 じて来

るとき,hostilefeelingが 起 り,Swiftの こ とば を用 いれ 暉an2ani-

fe・tStateofWar(P.219)1こ な る.こ こまで 来 る とQuarrelか ら

Warへ の進 展の過程 にWantか ら発 したLust,Avariceの 他 に,何 か

が 介 在 す る ことが明 らかとなる.即 ち,そ の なにか とはJealousiesや

Suspicionsを 惹 起 さす人 間性 その もので あ る。Swiftは その人 間性解明

のために,今 までの犬 の世界へ の論究か ら,知 的世界 の論究へ と筆 を進め,

Parnassusの 二 つ の頂 の うちの一つ の頂 にあ る小 さな地点で起 った 事 件
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を取 り扱 ってい る。

Swift耀 い てU'る よ も}・この事件 畷 初 はAntientsとModernsと
,

0)間 のQuarrelで あ った.即 ち,prospectを 聞 題 とす るQuarrelで あ

った.は じめは他 愛のないWantか らのQuarrelで あ った.し か し,

QuarrelはQuarrelと して とどま らず,さ らに深 い内部的事 情 を 内 包

し2warredか らWliYへ と.進 展 してい く.そ のこ とは,toavoida

War(p.220)と い う語句で暗示 されてい る.さ て,AntientsはMod‐

ernsの 申 し出(Antientsの 頂 を低 くす ること)はFollyかIgnorance

(p.220)に よ る ものであるときめつ け,Modernsの 申 し出を 受 けつ け

ない.そ の上,ModernsにAntientsの 頂 を低 くす ることな ど夢見 ないで

Moderns自 らの頂を高 くす るよう忠 告す るが
,こ うした忠告 は,Moderns

.にょ り 〃zz4酌Indignation(p.221)を もって拒絶 された.そ して こ うし

た見解の相違,即 ち, .頂 を高 くす るか低 くするカミに関 しての見解の相 違 に

何 かが加味 されてaZongandobstinateWar(P .221)へ と進 展す る .

こ こで注意 してお かなければな らない ことは最初 ρ70⑫ θ認 を蘭題 とす る

c°mplaintか らは じま ・たQua・re1で あ ・た の が
・M・d…sの 申 し .出

,Antientsの 忠 告,Modernsの 拒絶 を経 て,次 第 に相互 にhostile

feelingを 抱 くようにな り・・つ いにWarへ と進展 した とい う こ と で あ

る・ ここに至 っては じめてWaristhechildofPride ,andPridethe

DaughterofRichesと い う語句 が意味 を有 して来 るよ うになる
.即 ち,

次 に展 開 され るの は,Wantの 状 態 かちのQuarrelで は な く,Riches

か ら生 じるPrideで あ り・Prideか ら生 じるWarと い うものであ る
.

こ こまで来 る と,今 までのWantを 根 源 と す るQuarrelで は な く
,

Pride.を 根 源 とす るWarに つ
,いての論究 となる.こ こでは,そ の うち,

Warを 生 ぜ しめ るPrideに さらに問題 を限定 して論 じてみ よ う
.

Possession,Prudence,Antiquity,Merits(p .227)な どに 関 して

のAntientsとModernsと の 議論 の とき発 す るModernsの ζ'と ば に

・まず耳 を傾 けてみ よ う
.

 ̀ Tis true
, we are informed, some few of our 

Party have been so mean to borrow their 
Subsistence from You ; But the rest, infinitely 
the greater number (and especially , we French
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and English) were so far from stooping to so 
base an Example, that there never passed, 
till this very hour,  six Words between  us, For, 
our Horses are of our own breeding, our Arms 
of our own forging, and  our Cloaths of our 
own  cutting  out and  sowing,  (pp. 227-228)

こ ごで暗示 されてい ることはModernsのWaniで は な く,Moderns
⑪

のRichesへ の 幻であ る.

馬 や武器 や衣服へ の言及 も,す べ て はIlloder7asのRichesに 対 す る

幻 か ら生 じてい る思い上 りへ の指摘で あ り,Richesと い うものへの過 信

か ら生 じるPYideへ の 暗示で ある.さ らにこ うしたPrideへ の 暗示は,

Siderと β召θの出現 によ り,さ らに詳 しくなされてい る.

Spiderは;,,の 到 来 に より身の危 険を感 じ,狂 人 の よ うに β詔 をの

の しる.そ れ に対 し,;,,は 余 裕 ある態度 で応答す るの であ るが,Spider

は βθθの言 うこ とには少 しも耳 を傾 けよう とは しない で次 のよ うに い う

のであ るが その態度は,・4TaleofaTubに お けるPeterの 態 度 や

GulZiveY'sTravelsに お ける諸 々の登場 人物 の思 い上 った 態 度 に一脈通

じるものが あ り,Swiftの 忌 み嫌 う人間の傲慢 さえの憎悪が感 じられ る.

Not to disparage my self by the Comparison 
with such a Rascal ; What art thou but a 
Vagabond without House or Home, without Stock 
or Inheritance ; Born to no Possession of your 
own, but a Pair of Wings, and a Drone-Pipe. 
Your Livelihood is an universal Plunder upon 
Nature ; a Freebooter over Fields and Gardens ; 
and for the sake of Stealing, will rob a Nettle 
as readily as a Violet. Wheareas I am a domestick 
Animal, furnisht with a Native Stock within 
my  self. This large Castle (to shew my • 
Improvements in the Mathematicks) is all built 
with my own Hands, and the Materials extracted 
altogether out of my own  Person. (p. 231)
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こうしたSwiftの 憎悪を呼び起す傲慢 さはいかなる態度に是正 されね

ばならないのか.

人問の一時的豊富 さに支えられた傲慢さの否定とい うことは,Swiftに

とっては,と りもなおさず神の意志に率直に従 うことであり,神 の意志 に

従 ってはじめて真の人間の自信は生 じ,豊 かさはその実を結ぶのである.

Swiftは そのことを暗示さすかのように,次 のように:一 に語 らせてい

る.

I am glad to hear you grant at least, that 
I am come honestly by my Wings and my 
Voice, for then, it seems, I am obliged to 
Heaven alone for my Flights and my Musick; 
and Providence would never have bestowed 
on me two such Gifts, without designing them 
for the noblest  Ends, I visit, indeed, all the 
Flowers and Blossoms of the Field and the Garden, 
but whatever I collect from thence, enriches 
my self, without the least Injury to their 
Beauty, their Smell, or their  Taste .

So that in short, the Question comes all to this ; 
Whether is the nobler Being of the two , That 
which by a lazy Contemplation of four Inches 
round ; by an over-weening Pride, which 
feeding and engendering on it self, turns all - 
into Excrement and Venom ; producing nothing 
at last, but Fly-bane and a Cobweb  : Or 
That, which, by an universal Range, with long 
Search, much Study, true Judgment, and 
Distinction of Things, brings home Honey and 

 Wax.  (pp. 231-232)

SwiftはBθ θにこれだけ語らせて 一　 をパ ラ園へと飛び たたせてい

る。あとに残る余韻は大 さく尾を引いて我々の胸底に食い込 ん で く る.

Spiderは 我が身を守る巣や毒液を余りにも過信 している.しかし,助 ゴ吻7

の巣 も毒液 も,確 かに彼の有 している一時的豊かさには相達ないが,そ れ

らはあくまでSpiderと い う生き者の幸せをつかみとる場合のみに有効であ
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り,そ の豊 か さへの傲慢 さはやや もすれば争 い を.生み,し か も彼 をその争

v・に ょり滅亡 さす可能性 を濃厚 に有 してい るので あ る.ク モの巣の幾何学

'的精密 さへの 自慢 も
,毒 液 の強力 さへの傲慢 さも空 しい思 い上 りといわね

ば な らない.&)弼 θ7と βθ6の 輪争 も,そ して叉,鼻)aderの み に く さ

も,SpiderのWantか らでは な く,SpiderのRichesか ら 生 じ る

.Prideに 起 因 してい るの であ り,そ の ことはB6θ の去 った後,す ぐ続 い

て述べ られて い るModernsとAntientsの 戦 い の烈 しさに引 き継が れ

て 重 ねて述べ られてい る.Cγ 薦o♂嬲 の傲慢 さ(p.241)も,Gondibert

(SirWilliamDavenant)の 狂 入 ぶ り(P.245)も ・Bentleyの 自 力

への過信(P。252)も,Wottonの み に くさ(P.255)も ・ す べ て は・

Spiderの 場 合 に一脈通 じるRichesか ら生 じる 乃'ガ吻 の 生 み出す 悪で

あ り,限 界 を わ きま えぬPride6`対 す るSwiftの 辛辣 な悪 度に基づ かれ

た表現であ る.Prideに 起 因す るhostileactionsは ・TheBattleの

後 半 に 繰 り 返 し 繰 り返 し述べ られてい るの であ るが・今 は・そ うした

hostileactionsを 暗示 さすSwiftの 特 異 塗表現 に静 かに 耳 を傾 けてみ

よ う."

Mean while, Momus fearing the worst, and 
calling to mind an antient Prophecy, which bore 
no very good Face to his Children the Moderns ; 
bent his Flight to the Region of a malignant 
Deity,  callid Criticism. She dwelt on the 
Top of a snowy Mountain in Nova Zembla ; 
there Momus found her extended in her Den, 
upon the  SpoilS of numberless Volumes half 

 devoured.  At• her right Hand sat Ignorance, 
her Father and Husband, blind with Age ; at 
her left, Pride her Mother, dressing her up in 
the Scraps of Paper herself had torn. There, 
was Opinion her Sister, light of Foot, hoodwinkt, 
and headstrong, yet giddy and perpetually 
turning. About her  play'd her Children, 

 Noise and Impudence, Dullness and Vanity, 
Positiveness, Pedantry, and  Ill-Manners.  (p. 240)
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〔注〕

C) Ricardo Quintana  : The Mind and Art of Jonathan Swift 

  (London, 1953)  P. 76  

•Wotton  0) Reflections  0)%:_IN4,1"  4tinIll .  6 
 © Ode to the Athenian Society,  296-300 . 

 ® Ricardo Quintana : From end to end The Battle of the Books 

  is satire of  personality .  (p. 76) 
 0 John  Middleton Murry : It is manifest that Swift's main 

  purpose in The Battle of the Books is not to come  to the rescue 

  of Temple (who did not need it) , and still less to make a 
  contribution to the controversy (which had now become irre -
  levant to Temple's real thesis) , but to make fun of Wotton 

  and Bentley and Dryden and anybody else who comes into his 

  head—not wholly excluding Homer  himself . Jonathan Swift 

                                                                                                                                                                      • 

  (London, 1954) p. 76 

 (D Kathleen Williams : Even The Battle of the Books , starting 
 from the literary argument in which Sir William Temple had 

 so unfortunately involved himself , has behind it a firm con-
 ception of the  -nature of man , and from the Battle and the 

 Tale to Gulliver's Travels this conception is essentially unch -
 anged though experience strengthened and deepened  it 

 Jonathan Swift and the Age of Compromise (London, 1959)  P . 121 
      War begets Poverty, 

        Poverty  Peace: 
      Peace maketh Riches flow , 

 (Fate ne'er doth cease  :  ) 
      Riches produceth Pride, 

        Pride is War's ground , 
      War begets Poverty , 

       (The World) goes  round_
(テ キ ス,トp.217の 注1に よ る.)

⑧Swift自 ら も次 の よ う に 述 べ て い る .
`Warisanattemptt

otakebyviolencefromothers
,apart
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ofwhattheyhave,andwewant,'

JohnNichols(ed);Worksof,JonathanSwift,(London,1801)

Vo1.豆.p.282

し か し こ の 場 合 のWarと い う こ と ば は 限 定 的 意 味 し か 有 して い な い こ

と を 附 記 し て お く.

⑨ 筑E.D.に よ る.

QothepresentQuarrel(p.219)thisQuarrel(p.219)com-

plainげ(p.220)と 用 い て い る.

⑪SwiftはA.SeranononMutualSubjectionに お い て,`一 … °great

richesarenoblessingsinthemselves,'(Works,Vol.x,p.41)

と 述 べ て い る.

※ テ キ ス ト はA.C.Guthke!chandD.NicholSmith(ed.):A

TaleofaTubtowhichisaddedTheBattleoftheBooksana

theMechanicalOperationoftheS窮7♂',(Oxford,1958)を 用 い

.た.本 文 中 の 引 用 ペ ー ジ 数 は す べ て こ の テ キ ス トに よ っ た.
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